
　

　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　

　

　 　　　 　　　 

藤藤
伊伊

長長
市市
津津
大大
泉泉泉
大
津
市
長

伊
藤 のの

ィィ
テテ
ニニ
ュュ
ミミ
ココ
フフ

セセ
るる
すす
奨奨
推推
ががが
推
奨
す
る
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
国

たた
しし
まま
きき
でで
がが
とと
ここ
るる
すす
得得
取取
ををを
取
すす
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

都都
証証
認認
際際
国国
のの
そそ
、、
はは
年年
今今
、、
てて
しし
そそそ
し
て
、
今
年
は
、
そ
の
国
際
認
証
都

すす
まま
りり
なな
とと
年年
のの
トト
タタ
スス
のの
ててて
の
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
り
ま
す
。

っっ
いい
とと
様様
皆皆
のの
民民
市市
、、
にに
たた
新新
もも
意意
決決決
意
も
新
た
に
、
市
民
の
皆
様
と
い
っ泉泉

「「
ちち
まま
のの
心心
安安
全全
安安
のの
準準
基基
界界
世世世
界
基
準
の
安
全
・
安
心
の
ま
ち
泉泉どど

子子
ばば
めめ
住住
「「
像像
来来
将将
のの
ちち
まま
、、
てて
しし
ととと
し
て
、
ま
ち
の
将
来
像
住住
め
ば
子
ど現現

実実
のの
」」
ちち
まま
くく
輝輝
がが
もも

でで
まま
者者
齢齢
高高高
齢
者
ま
で
誰
も
が
輝
く
ま
ち
」
の
実
現てて

っっ
張張
頑頑
いい
ぱぱ
っっ
いい
力力
にに
進進
推推
政政
市市
、、
ししし
、
市
政
推
進
に
力
い
っ
ぱ
い
頑
張
っ
て協協

ごご
、、
援援
支支
ごご
のの
きき
続続
きき
引引
、、
でで
のの
すす
ままま
す
の
で
、
引
き
続
き
の
ご
支
援
、
ご
協

すす
まま
げげ
上上
しし
申申
いい
願願
おお
くく
しし
ろろろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

多多
幸幸
てて
っっ
とと
にに
様様
皆皆
がが
年年
本本
、、
にに
びび
結結結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多念念

祈祈
らら
かか
心心
うう
よよ
すす
まま
りり
なな
とと
年年
いい
しし
ららら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念すす

まま
しし
たた
いい
とと
つつ
ささ
いい
ああ
ごご
のの
年年
新新
、、
げげげ
、
年年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新新

協
ご
援
支
ご
の
きき
続
きき

で
の
す
ま

住住
「

ち

「「
っっ
い
と
様
皆
の
民
市
、
に
た
新新
も
意
決

得
酉酉酉

　

　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　

　

　 　　　 　　　 

すす
まま
いい
ざざ
ごご
うう
とと
でで
めめ
おお
てて
しし
まま
けけ
ああ
年年
新新
年年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
ごご
ざ
い
ま
す
。おお

をを
春春
新新
にに
かか
やや
健健
、、
はは
てて
しし
まま
れれ
かか
おお
にに
様様
皆皆皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お

すす
まま
げげ
上上
しし
申申
びび
慶慶
おお
らら
かか
心心
とと
とと
ここ
のの
ええ
迎迎迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
びび
申
し
上
げ
ま
す
。ごご

るる
なな
大大
多多
、、
りり
たた
ああ
にに
進進
推推
政政
市市
はは
中中
年年
旧旧旧
年
中
は
市
政
推
進
に
あ
た
り
、
多
大
な
る
ごごご

うう
とと
がが
りり
ああ
にに
誠誠
きき
だだ
たた
いい
をを
力力
協協
ごご
、、
援援
支支支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

すす
まま
いい
ざざざ
い
ま
す
。

平平
、、
はは
年年
昨昨
、、
てて
さささ
て
、
昨
年
は
、
平
成成成
222666

始始
開開
動動
活活
のの
月月
６６
年年年
６
月
の
活
動
開
始でで

津津
大大
泉泉
ルル

オオ
どど
なな
様様
皆皆
のの
民民
市市
、、
来来
以以
言言
宣宣宣
言
以
来
、
市
民
の
皆
様
な
ど
オ
ー
ル
泉
大
津
でィィ

テテ
ニニ
ュュ
ミミ
ココ
フフ

セセ
たた
いい
だだ
たた
いい
でで
んん
組組
りり
取取取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ））

関関
機機
健健
保保
界界
世世
（（ＯＯ
ＨＨ
ＷＷ、、
れれ
ささ
価価
評評
くく
高高
がが
動動
活活活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
、Ｗ
Ｈ
Ｏ
世世
界
保
健
機
））

春
関関

（（

来

す
ま
げ
上上
しし
申
び
慶慶慶
お
ら
かか
心
と
と
ここ
の
ええ
迎

う

新新

新
し
指
目
を
ち
ま
の
心
安
・
全
安

の
準
基
界
世

　

　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　

　

　 　　　 　　　 

晴晴晴
彦 りり

いい
まま
ててて
ま
い
りよよ

をを
力力
協
力
を
よ

素素
きき
多多多
き
素
晴

しし
申申
念念念
申
し
上

。

よ
を
力

　

　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　

　

　 　　　 　　　 

証証
認認
際際
国国国
際
認
証しし

とと
市市
都都都
市
と
し、、

にに
ょょ
ししし
ょ
に
、」」

市市
津津
大大大
津
市
」らら

かか
もも
どどど
も
か
らざざ

めめ
をを
現現現
を
め
ざりり

いい
まま
ててて
ま
い
り 市に

ょ
しし

新
　

　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　

　

　 　　　 　　　 

助

をを
輪輪
働
の
輪
をしし

め
、
そ
し
て

あ
る
ま
ち
づ

せ
て
会会
基

れ
た
、
市
民

取
り
組
ん
で

ど
う
か
本

ご
力力
を

と
と
も
に
、

り
ま
す
こ
と

年
の
ご
あ
い

協
議議

　

　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　

　

　 　　　 　　　 

天天るるいいててれれささいいしし放放にに社社助松神社に放し飼いされている天

おお
にに
市市
本本本
市
に
おまま

りり
ああ
にに
況況況
に
あ
り
まをを

会会
論論
討討
策策策
論論
会
を深深

をを
論論
議議
ででで
論
をを
深育育

教教
、、
祉祉
福福福
祉
、
教
育かか

確確
的的
にに
ズズズ
に
的
確
か

すす
まま
いいい
ま
す
。

皆皆
のの
民民
市市市
民
の
皆

をを
輪輪
のの
働
の
輪
を

論
議議討

新
　

　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　

　

　 　　　 　　　 

」」紅紅天天「「物物念念然記念物「東天紅」

すす
まま
いい
ざざ
ごご
うう
とと
でで
めめ
おお
てて
しし
まま
けけ
ああ
年年
新新
年
ああ
け
ま
し
て
お
め
で
と
ごご
ざ
い
ま
す
。

年年
新新
なな
かか
やや
健健
、、
はは
てて
しし
まま
れれ
かか
おお
にに
様様
皆皆
のの
民民
市市市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
な
年年すす

まま
げげ
上上
しし
申申
びび
慶慶
おお
らら
かか
心心
、、
とと
とと
ここ
のの
ええ
迎迎
おお
ををを
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
びび
申
し
上
げ
ま
す
。力力

協協
ごご
いい
かか
温温
てて
しし
まま
しし
対対
にに
会会
市市
、、
はは
中中
年年
旧旧旧
年
中
は
、
市
会会
に
対
し
ま
し
て
温
か
い
ご
力力

すす
まま
げげ
上上
しし
申申
礼礼
御御
くく
厚厚
、、
きき
だだ
たた
いい
をを
解解
理理
ごご
ととと
ご
理
をを
い
た
だ
き
、
厚
く
礼
申申
し
上
げ
ま
す
。

春
礼
御御

解

協

議議

慶慶

新

う

年
新新

す
ま
み
組
り
取
に
営
運
会
議

る
れ
ま
し
親
に
民
市

紅天然

新

付

公9
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市
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市
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付
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6

民
を

ア民愛

が人
福

3

開
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7

開

大
募

い事
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24

大集
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受

公
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6

公

6

全
募を
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１
の０
ザ２
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利プ利
便祉便
のの
し康し
ら健ら
暮立暮
／／市

集
募
集

募
称集称
愛
の者の
ザ居ザ
ラ入ラ
プのプ
祉宅祉
福福
康営康
健市健
立
市

立
市市
／

市
7
始

集
募募
者込者
居申居
入度入
の年の
宅 2宅
住住
営
級

営
市
学

市
／／良／
始仲
良

始

開
金をを

付年付付
受
込へ込
申ん申
度さ度
年皆年
9
の

9
級
2
級
学
成

学学
康

新
しし
健良
の仲仲

6

金
年津年
民民
国泉国

見
へ
んん
さらさ
皆か皆
の業の
人人
成険成
新新新
／／
保

／
康健康
健民健
の国の

民
市市
津津
大大
泉泉
た
座

た
見見
ら
座

ら
か講か
業開業
事事
険民険
保市保
康康康
健院健
民病民
国立国
4

座
ニ講講
リ開開
が公公
館民民
育市市
体院院
合病病
総立立

市
／／
ルル
ア
ーー

つ
ュ
つニ

リさリ
がいが
館あ館
育ご育
体の体
合年合
総新総

2

つ
ささ
いい
ああ
ごご
のの
年年
新新

じくも
の号月今

号

。すまし載掲に号月2、上合都の日切締、

月1.92H
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しし
まま
げげ
上上
しし
申申
念念
祈祈
ごご
らら
かか
心心
をを
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

すす
まま
しし
たた
いい
とと
つつ
ささ
いいい
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

祈

市
津
大
泉

　

　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　

　

　 　　　 　　　 

勢勢
市市
とと
上上
向向
祉祉
福福
民民
市市
げげ
ろろ
ひひひ
ろ
げ
市
民
福
向向
上
と
市
勢
発適適

快快
りり
よよ
てて
っっ
とと
にに
様様
皆皆
のの
民民
市市
ててて
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
よ
り
適適すす

まま
みみ
組組
りり
取取
にに
的的
積積
にに
りり
くく
づづづ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す民民

市市
、、
きき
づづ
基基
にに
念念
理理
のの
例例
条条
本本
基
本
条
例
の
理
念
に
基
づ
き
、
市
民うう

よよ
るる
なな
とと
会会
るる
れれ
まま
しし
親親
にに
民
に
親
し
ま
れ
る
会会
と
な
る
よ
う

すす
まま
いい
ざざ
ごご
でで
存存
所所
くく
で
い
く
存存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

いい
強強
力力
、、
しし
対対
にに
会会

市市
もも
年年
本
年
も
市
議
会
に
対
し
、
力
強
い上上

しし
申申
いい
願願
おお
うう
よよ
すす
まま
きき
だだ
たた
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上きき

多多
りり
実実
、、
てて
しし
まま
りり
とと
にに
様様
皆皆
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
実
り
多
き

所所

議議

積

快

祉

　

　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　

　

　 　　　 　　　 

状状
政政
財財
いい
しし
厳厳
変変
大大
きき
続続
きき
引引
、、
はは
てて
いい
おおお
い
て
は
、
引
き
続
き
大
変
厳
し
い
財
政
状政政

、、
はは
てて
しし
まま
しし
たた
いい
とと
会会
議議
市市
、、
がが
すす
ままま
す
が
、
市
会会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
政員員

全全
てて
ええ
越越
をを
いい
違違
のの
見見
意意
どど
なな
うう
行行
ををを
行
う
な
ど
意
見
の
違
い
を
越
え
て
全
議
員、、

でで
中中
のの
源源
財財
たた
れれ
らら
限限
、、
にに
もも
とと
とと
るる
めめ
深深深
め
る
と
と
も
に
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

ニニ
民民
市市
なな
様様
多多
るる
すす
対対
にに
どど
なな
境境
環環
、、
育育育
、
環
境
な
ど
に
対
す
る
多
様
な
市
民
ニ
ーてて

ええ
考考
とと
いい
たた
きき
いい
てて
しし
応応
対対
にに
速速
迅迅
つつ
かかか
つ
迅
速
に
応応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て協協

てて
いい
おお
にに
野野
分分
なな
々々
様様
、、
にに
もも
とと
とと
様様
皆皆皆
様
と
と
も
に
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て
協たた

のの
発発
勢勢
市市
とと
上上
向向
祉祉
民民
市市
、、
げげ
ろろ
ひひひ
ろ
げ
、
市
民
福
祉
向
上
と
市
勢
発
展
の
た

対

育

限

議議

便
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たた
のの
展展
発発発
展
の
た力力

魅魅
でで
適適適
で
力力わわ

ああ
すすす
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あ
わかか

開開
にに
民民民
に
開
かでで

力力
全全
ううう
全
力
で、、

援援
支支
ごご
いいい
ご
支
援
、すす

まま
げげ
上上上
げ
ま
すなな

とと
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年
と
な新新
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ししし
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新
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りふ（名氏・
uob（ルーメ

住 所 氏 名地
区

宇
　
多

穴
　
師

上
　
條

浜

戎

旭

楠

穴師

住 所 氏 名

住 所
事 項 委 員

主 任 児 童 委 員

氏 名

住 所 氏 名

地
区住 所 氏 名地

区
西港町4-20
西港町3-7
清水町4-18
清水町10-33
河原町5-25
河原町6-58
河原町12-19
汐見町5-12
上之町1-9
上之町3-6
戎町5-15
神明町3-12
東港町7-26
東港町5-18
高津町13-28
本町5-23
田中町5-29
若宮町9-12
式内町5-32
式内町9-11
旭町7-19
旭町12-4
旭町18-2-3401
東雲町2-3
昭和町5-43　
昭和町10-12
下条町15-8
虫取町1-8-18
虫取町1-17-6
我孫子2-3-32
板原町1-13-29
板原町3-18-4
楠町東1-21 
楠町東2-7 
我孫子7-1
穴田19

民生委員とは…
　厚生労働大臣から委嘱され、それぞれ
の地域住民の生活状態など地域の実態を
必要に応じて適切に把握し、相談に応じ、
必要な支援を行い、社会福祉の増進に努
める人。

児童委員とは…
　地域の子どもたちが元気に安心して暮
らせるように、子どもたちを見守り、子
育ての不安や妊娠中の心配ごとなどの相
談を受け、支援を行う人で、民生委員が
その職を兼ねる。

三平　惠一
中塚　邦明
藤原　眞佐代
建川　嗣光
大野　良子
山本　八重子
北條　輝美
今塩屋　幸江
畑村　千代美
吉田　通代
吉野　義信
上田　吉孝
釜野　智子
道正田　孝男
倉長　秀至
貫野　敏宏
塩津　良典
定永　憲一
古村　育ニ
下市　美津子
釜野　清美
平松　泰男
武輪　佳代
小橋　敦子
能 勢　勇
八尾　千賀子
泉谷　八重子
前田　惠美子
寺田　隆治
北原　和代
川﨑　宣 一
木戸　幹雄
中井　英子
久井　孝則
角野　一仁
藤井　靖彦

我孫子336
池浦町1-18-1
池浦町1-19-29
池浦町2-8-17
池浦町2-11-40
池浦町3-12-22
池浦町4-5-36
池浦町5-7-22
豊中町1-18-15
豊中町2-3-46
豊中町3-4-8
東豊中町2-2-16
東豊中町3-23-7
要池住宅9-907
要池住宅6-606
要池住宅6-901
要池住宅7-908
助松町1-6-17
助松町1-14-21
助松町2-4-15
助松町2-10-26
助松町3-3-16
助松町3-15-22
東助松町1-2-35
東助松町1-3-1
東助松町2-5-29
東助松町2-2-12
東助松町2-6-3
東助松町3-2-1
東助松町3-14-15
二田町1-6-15
二田町1-5-11
二田町2-6-12
二田町2-8-8
二田町3-5-15
二田町3-7-11

小門　利太郎
寺田　由紀子
伊藤　隆義
高 寺　壽
高寺　久夫
山 口　俊
野谷　信夫
中野　慶男
和田　一成
井出　三夫
辻川　旬子
藤野　嘉子
奥村　雅子
永尾　正保
上田　成子
莿木　澄代
大阪谷　澄子
濵野　富一
奥野　佐知子
山出　敏子
濵 田　寛
山上　晴美
田川　敏子
中野　玲子
山下　秋美
本田　ますみ
中野　末雄
中川　有二
寺前　悦子
斎藤　多惠子
細川　義子
髙橋　敏美
細川　千鶴子
守安　博美
藤原　寛己
村田　順子

池園町5-24
曽根町3-9-23
条南町7-18
東雲町14-43
宮町4-8
寿町11-8
北豊中町1-6-39
北豊中町2-4-1
助松団地2-40-401
助松団地2-41-102
助松団地2-49-303
助松団地3-36-305
助松団地3-37-203
助松団地3-38-201
千原町1-3-19
千原町2-6-5
千原町2-14-15
末広町1-6-7
森町1-2-12
森町2-11-46
森町2-21-2
曽根町1-5-5
曽根町2-12-32
曽根町3-4-20
松之浜町2-10-16
松之浜町2-18-14
松之浜町2-24-21
春日町8-16
春日町12-29
菅原町9-21
菅原町10-14
小松町9-12
なぎさ町1-15-1-904
なぎさ町1-15-2-801
なぎさ町1-15-4-808
なぎさ町2--4-507

濵本　いつみ
佐 貫　久
河合　孝治
深野　千壽子
宮崎　博子
浦西　敬子
橋本　紀子
髙石　佐和子
島　勝 美
馬場　タカ子
廣 崎　敏 子
田中　八十江
藤 井　益 子
竹 内　吉 文
村 田　嘉 行
岸 部　宏 子
樋 上　幸 子
林　吉 次 郎
磯　美 和
山 口　博 昭
竹 部　保 美
北 島　政 夫
西 川　勝 美
奥野　美津子
増 山　節 子
常 住　哲 也
八 木　庸 子
田 中　有 子
藤 原　勝
藤 内　旬 子
鈴 木　章 司
青 木　良 納
山 本　廣 美
山 口　朋 子
和 泉　芳 美
安 尾　和 子

豊中町3-2-35
本町4-14

重 信　尭
常住　隆雄

清水町1-3
式内町9-12
旭町12－2
東雲町5-50-6
豊中町2-12-17
東助松町3-7-12
曽根町3-1-7
曽根町1-2-16
松之浜町2-7-17

清家　省子
西野　益枝
奥　安 司
小川　理恵
櫻澤　幸子
栗延　さゆり
中田　知子
藤井　成俊
岡村　裕子

　平成28年 12月 1日付で全国一斉に民生委員・児童委
員が改選され、表の 119 人の皆さんが厚生労働大臣から
委嘱されました。
任期は、平成 28 年 12 月 1 日～平成 31 年 11 月 30 日
までの3年間です。委嘱された委員は、住民の立場に立っ
て相談を受け、必要な支援を行います。
　また、すべての民生委員は児童委員を兼ねており、子
どもに関する相談や支援も行います。

お気軽にご相談を…
　民生委員・児童委員は、担当地区で市民の皆さんの相
談に応じる、地域コミュニティにおける最も身近な相談
窓口でもあります。困ったことや心配ごと、暮らしに関
することなど、お気軽にご相談ください。相談内容など
の秘密は守ります。
問合　高齢介護課（市役所１階８番窓口）

民生委員･児童委員が決まりました
地 域 の 身 近 な 相 談 者・支 援 者 と し て …

泉大津市の民生委員・児童委員の皆さん

条
　
南

条
　
南

条
　
東

主任児童委員とは…児童に関す
ることを専門的に担当する人で
す。

事項委員とは…仏事や医療に関
する助言や援助を専門的に行う
人です。
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屋

鐸
銅
た

、
年
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成
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示
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家
国
合

れ
そ
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た

れ
さ
約
集

２
の
）
方
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江

３

遠
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河
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「
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と
る
な
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聞
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銅

海
東
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畿

代
時
生
弥

に
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ら
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時
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弥
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時
生
弥
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す

読
必
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究
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部細。すまい
階２方一。す
褐黒、し配を
ュシッニパス
造木は屋主
塀・屋主（棟
施に）8291（

し
美

線
曲
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本、たれさら凝が夫工でまに部
たっ凝、し配を敷座や室茶は階
に的比対を喰漆白と部木の色褐
。すまいてれらめとまで式様ュ
い白は観外、で造妻切建階2造
化文形有録登国が)泉水噴・塀
たれらて建、し計設がら自主

厚
重
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。すで館洋西な的格本
特を室和各が間欄のンイザデた
とまで式様ーダーュチたい用に
な斎書や間接応に階１は部内
を窓チーア、き葺を瓦赤に壁い
まりなにとこるれさ録登に財化
屋回今。すまいてれらえ伝とた

の
式

厚
重
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ひと
が
国
の
労
働
環
境
は
、

バ
ブ
ル
崩
壊
や
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
不

況
を
経
て
、
ま
た
近
年
の
経
済
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
ん
だ
こ
と
も

要
因
と
な
り
非
常
に
厳
し
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
報
道
に
お
い
て
も
、
増
加
し
た

非
正
規
雇
用
者
の
不
安
定
な
生
活

実
態
や
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
問
題
、

従
業
員
一
人
ひ
と
り
に
求
め
ら
れ

る
成
果
が
過
大
に
な
っ
た
こ
と
に

よ
る
長
時
間
残
業
や
メ
ン
タ
ル
の

不
調
、
過
労
死
な
ど
度
々
報
じ
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
効
率
よ
く
仕
事
を
こ

な
す
こ
と
や
、
無
駄
な
く
目
の
前

の
課
題
を
片
付
け
て
い
く
こ
と
ば

か
り
が
勤
め
先
で
要
求
さ
れ
る
風

潮
に
あ
り
、
多
く
の
人
は
、
余
裕

の
持
て
な
い
厳
し
い
状
況
下
で

日
々
の
仕
事
を
こ
な
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
は
、
家
庭
や
教
育
の
問

題
、
健
康
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
背
景

を
抱
え
て
い
る
理
由
か
ら
就
職
活

動
が
う
ま
く
い
か
な
い
、
勤
め
先

の
要
求
す
る
業
務
に
つ
い
て
い
け

な
い
な
ど
の
理
由
で
、
ニ
ー
ト
や

ひ
き
こ
も
り
と
な
り
、
再
び
仕
事

に
就
く
自
信
を
持
て
ず
、
社
会
的

に
孤
立
し
た
状
態
と
な
っ
て
い
る

人
達
も
い
ま
す
。
　
　

　
確
か
に
、
現
在
の
労
働
環
境
で

は
働
き
続
け
て
収
入
を
得
て
い
く

こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
す
。
し
か

し
、
普
段
あ
ま
り
意
識
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
働
く
と
い
う

こ
と
は
単
に
収
入
を
得
る
だ
け
で

な
く
、
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
れ
は
、
働
く
す
べ
て
の
人
が

目
標
や
希
望
、
将
来
展
望
を
持
っ

て
自
己
実
現（
や
り
が
い
、達
成
感
、

創
造
）
を
果
た
す
こ
と
や
、
人
や

社
会
と
の
つ
な
が
り
を
作
る
こ
と

に
よ
っ
て
皆
で
社
会
を
支
え
て
い

く
こ
と
で
す
。

　
近
年
、
全
国
的
に
徐
々
に
で
は

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
仕
事
に

就
く
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
社
会

的
に
孤
立
し
て
し
ま
っ
た
人
々
に

対
し
て
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
や
生
活
の
規
律
、
仕
事
に

つ
い
て
の
目
的
意
識
の
形
成
、
自

尊
感
情
や
自
己
有
用
感
を
回
復
し

て
い
く
段
階
か
ら
の
支
援
活
動
が

始
ま
っ
て
お
り
、
再
び
社
会
に
出

て
自
己
実
現
を
果
た
す
た
め
の
機

会
が
作
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
一
方
で
は
、
企
業
側
も
社

会
貢
献
と
し
て
そ
れ
ら
就
職
困
難

者
の
就
労
体
験
や
一
般
就
労
に
向

け
た
就
労
訓
練
の
受
け
入
れ
も
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
働
く
こ
と
を
通

し
て
社
会
全
体
で
、
社
会
の
中
か

ら
排
除
す
る
者
を
つ
く
ら
な
い
、

全
て
の
人
々
に
活
躍
の
機
会
を

作
っ
て
い
く
考
え
方
が
生
ま
れ
て

き
て
い
ま
す
。

就
職
す
る
こ
と
・
働
い
て

い
く
こ
と

コラムのページ columns stand

人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
、
す
べ
て
の
人
が
等
し
く
持
っ
て
い
る

権
利
、「
人
権
」
に
つ
い
て
考
え
る
コ
ラ
ム
で
す
。

考
え
よ
う
・
人
権

我

新着本や、図書館からのお知らせを掲載します。
図書館だより

● リーダーの本棚（日本経済新聞社　編）
本棚を見ればその人がわかる。日本をリードす
るリーダーたちが、「座右の書」やこれまでの読書
遍歴、本にまつわる思い出を語る。『日本経済新聞』
読書面の連載から 50人のエピソードを単行本化。
●はじまりは大阪にあり！（井上　理津子　著 )
　回転寿司、ビヤガーデン、霊柩車、電卓、動く
看板、カプセルホテル、レトルト食品…。あれも
これもみんな、大阪からはじまった ! それらが生
まれた「発想」「開発ドラマ」「開発当時の大阪世
相のユニークさ」などを紹介する。
●ぐるぐるの図書館　（高学年）（工藤　純子　ほか著）
不思議な司書から、不思議な本と出会うきっかけ

を渡された小学 5 年生の子どもたちは、それぞれの
ラビリンスに迷い込み…。児童文学のフロントラン

ナー5人によるリレー小説。スペシャル座談会も収録。
●ざんねんないきもの事典　（中・高学年）（今泉
忠明　監修）
「クジャクの羽は長すぎてじゃま」「サイの角はた
だのいぼ」「イルカは眠るとおぼれる」…。進化の
結果、なぜかちょっと残念な感じになってしまった
生き物たちを、楽しいイラストとともに紹介する。
●エマのたび（C・フロッサール　文・絵）
すずめのエマは、ニューヨークの大きな公園、
セントラルパークに住んでいます。フランスのパ
リに親戚がいることをきいたエマは、パリへ旅立
つことを決心し…。写真と絵があわさった絵本。
●かまくらレストラン（真珠　まりこ　さく・え）
ここはおばあさんのかまくらレストラン。雪の降る、

冬の間だけ開いています。おばあさんのおしるこを食
べると、心も体もぽっかぽかになります。詩情豊かな
文章と、きれいな色彩の絵で表現された物語絵本。

新 し く 入った本New Books

We       books!

● 開館時間 → 午前 9時 30 分～午後 7時
　（土・日曜日、休日は午後 5時まで）

● 問合 → ☎３２・０５６２

日 月 火 水 木 金 土

…

休
館
日

１
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー

1 2 3 4 5 6 7
　8 9 10 11 12 13 14
 15 16 17 18 19 20 21
 22 23 24 25 26 　27  28
  29   30  31

● 映画会
〔日時〕2 月 4 日㈯　午後 2 時
～（115 分）「チャーリーとチョ
コレート工場」　
● おはなし会
〔日時〕1 月 21 日㈯　毎月第 3
土曜日の午後 3時～
● 赤ちゃんのためのおはなし
会
〔日時〕2 月 2 日㈭　午前 11
時～( 約 30 分 )　毎月第 1 木
曜日の午前 11 時～
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